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い。上高地は夏場だけ住民票を移している人もおり、「居住地域」とみなすことも

できるのではとの声も出ているが、松本市や気象庁としては「居住地域」とするの

は妥当でないと考えている（居住地域と見なした場合、実質的には観光客の「退避」

であってもレベル５(避難)を発表する必要が生じてしまい、風評被害等も懸念され

る）。 

・上高地は大雨が降ると落石もある。道路管理者は県の松本建設事務所で、大雨で落

石があると上高地公園線を規制し、安全が確認できたら避難させることになってい

る。この夏も一部落石があり、バス 7,8 台を使って避難させるというオペレーショ

ンが実行された。火山の場合でも、噴火警戒レベルに係らず、地震などによる落石

があった場合には、同様のオペレーションが実行される。 

 

・本年３月に、『焼岳火山噴火対策協議会』を岐阜県、長野県合同で立ち上げ、現在

は噴火警戒レベルの導入に向けた検討を行っており、併せて内閣府の指針をベース

にした避難計画の策定に取り組んでいる。 

・避難計画（案）は現在岐阜県幹事会を中心に取りまとめており、最終的な計画は、

岐阜県・長野県両県が共有できるよう協議会として策定し、各県、各市の地域防災

計画に反映させる予定だが、具体的な対応を検討する中で、どのようにまとめてい

くのが良いか苦慮している。 

・特に、「上高地対応（観光客の避難対応）」「発災後の現地災害対策本部の指揮」「登

山規制範囲・登山規制方法」という事項について課題を抱えているほか、実務的に

動く計画にするために必要な配慮、地元への事前説明、避難計画策定後の啓発方法

についても不安要素である。 
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②噴火シナリオの作成 

・ 噴火警戒レベルの導入にあわせて噴火シナリオが作成されている。 

・ シナリオでは、焼岳の噴火警戒レベル１～３を想定しており、噴火活動の想定にあわ

せて、岐阜県側の基本的な応急対応の例が示されている。 

 

③噴火警戒レベルの導入に向けて 

・ 平成 22 年 11 月現在、焼岳に噴火警戒レベルは導入されていないが、導入に向けて気

象台と地元自治体、岐阜県、長野県などによる検討、調整が進められている。 

・ したがって、現在焼岳では、噴火予報・噴火警報のみが発表されている。 

・ 現在、噴火警戒レベル導入に向けた避難計画の策定を行っており、避難計画（案）で

は、レベル発令時の具体的な防災対応について示している。 

 

④火山災害に関する市町村地域防災計画の現状と課題 

・ 松本市（旧安曇村）、高山市ともに、火山災害対策計画（編）は策定されているが、

松本市の計画では、避難に係わる計画がいずれも具体的でなく、高山市においても、

噴火時等における避難所の特定や避難者の輸送計画について具体的な内容が見ら

れない。 

・ 今後、噴火警戒レベル導入と、「噴火時等の避難に係る火山防災体制の指針（内閣

府）」も踏まえた、より具体的な避難計画の立案が望まれる。 

出典：平成 21 年度火山防災対策に関する検討業務 
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⑤火山防災マップの作成 

・ 平成 14 年 3 月、岐阜県上宝村（現高山市）※1や長野県安曇村（現松本市）※2、岐阜県、

長野県、国土交通省等の関係機関からなる焼岳火山噴火警戒避難対策協議会によって

「焼岳火山防災マップ」が発行された。 

・ この「焼岳火山防災マップ」では、火砕流や融雪による火山泥流などの想定到達範囲

などが示されているほか、過去の焼岳の火山活動や想定される火山災害などについて

も解説されている。 

・ また、平成 15 年には上宝村と国土交通省が「焼岳火山防災マップ」の内容に加え、

焼岳での火山防災の取組や避難のポイントなども記載した「焼岳噴火と防災の本 焼

岳」を作成し、村内全戸に配布している。 

※1：以降、上宝村と表記される場合は、（現高山市）の表記を省略する。 
※2：以降、安曇村と表記される場合は、（現松本市）の表記を省略する。 

 

＜焼岳火山防災マップ（表紙・焼岳で想定される現象）＞ 

 

出典：焼岳火山防災マップ 

 国土交通省松本砂防事務所ホームページ 

http://www.hrr.mlit.go.jp/matumoto/bousai.html
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＜焼岳火山防災マップ（全体マップ）＞ 出典：焼岳火山防災マップ 

国土交通省松本砂防事務所ホームページ 
http://www.hrr.mlit.go.jp/matumoto/bousai.html 
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＜焼岳噴火と防災の本 焼岳（表紙・焼岳噴火と避難のポイント）＞ 

出典：焼岳噴火と防災の本 焼岳 
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⑥焼岳の防災対策に関する啓発活動事例 

 

■副読本「活火山焼岳と私たちの暮らし」  

・ 平成 15 年に小学生を対象とした副読本「活火山焼岳と私たちの暮らし」が作成され

た。 

・ この副読本は、小学生が総合的な学習として「火山」・「焼岳」・「災害」・「防災」をテ

ーマに楽しく学び、理解してもらうことを目的に、小学校教諭や役場の職員、学識経

験者らでつくる焼岳火山砂防副読本作成検討委員会によって作成された。 

・ この副読本などを使った火山防災学習の成果として、平成 15 年 10 月に上宝村で開催

された火山砂防フォーラムの中で、小学生による火山防災研究発表会が行われた。 

 

＜活火山 焼岳と、私たちの暮らし。＞ 

 

出典：活火山 焼岳と、私たちの暮らし。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「活火山 焼岳と私たちの暮らし」―目次― 

1. 火山ってどんな山？ 

2. 上宝村のシンボル、焼岳を見てみよう 

3. 焼岳、噴火の足あとを探せ 

4. 温泉をつくりだす焼岳 

5. 噴火した地域のようす 

6. 焼岳の今が知りたい 

7. 焼岳となかよく暮らす 

 



12 

■2003 火山砂防フォーラム -火山を知り、火山と共に生きる‐の開催  

・ 平成 15 年 10 月 7 日～8日にかけて、上宝村の上宝村観光会館を会場に「2003 火山砂

防フォーラム」が開催された。 

・ 全国自治体や地域住民など約 360 人が参加し、火山噴火時の対応や地域住民の防災教

育の実情について意見が交わされた。 

・ フォーラムでは、これまで火山防災教育に取り組んできた上宝村と安曇村の小学生や

奥飛騨女性サポーターによる研究発表会、発表会を受けた有識者による座談会などが

行われた。 

・ 子どもたちの研究発表では、火山噴火に備えた避難道具や避難路の準備、自分たちの

暮らす地区版のハザードマップ作成などの提言がなされた。 

・ 奥飛騨女性サポーターからは「女性の目からみた噴火の備えとは」と題して、避難場

所の再検討や避難後の対策などについて発表が行われた。 

・ これら子どもたちや女性サポーターの研究発表を受けて行われた座談会では、大学教

授などの有識者により「防災教育の実践と課題」のテーマで話し合いがなされた。 

 

 

写真 子どもたちによる研究発表 写真 有識者などによる座談会 

 

出典：神通川水系砂防事務所 神通砂防ニュース 

 

■“2007”活火山焼岳と共に生きるフォーラムの開催  

・ 平成 19 年 2 月 6日、高山市上宝支所において「“2007”活火山焼岳と共に生きるフォ

ーラム」が開催された。 

・ 災害時に地域住民や観光客を安全に避難させるための避難経路や避難先の確保をど

のように対応すればよいかなどをテーマにシンポジウムが行われた。 

・ パネリストには学識者や地元自治体、国、県、防災関係機関のほか地元観光関係者な

どが参加しており、各専門分野からの話題提供や意見交換などが行われた。 
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■高山市火山噴火防災訓練（焼岳）の実施  

・ 平成 20 年 11 月 2 日（日）、奥飛騨総合文化センターにおいて高山市火山噴火防災訓

練（焼岳）が行われた。 

・ 訓練には、主催者の高山市と奥飛騨温泉郷連合町内会のほか、国土交通省神通川水系

砂防事務所や岐阜県古川土木事務所など 33 団体、730 名が参加した。 

・ 訓練では、関係機関による火山の観測情報の伝達訓練や気象庁から噴火警報が発令さ

れ、高山市が避難勧告、避難指示を発出したとの想定のもと、関係機関による各種対

応や住民による摸擬避難などが行われた。 

・ また、訓練にあわせて信州大学三宅教授による「焼岳に見られる火山活動の特質とそ

の予知について」と題した特別講演会も開催された。 

 

写真 防災関係機関による対応の様子 写真 住民の摸擬避難の様子 

 

出典：神通川水系砂防事務所 おくひだ情報通信！！ 2008 年 11 月 4 日号 

 


